
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１教区第２５番安洞院 

住所：福島県福島市山口字寺前５ 

 

寺院の被害 

・地震により庫裡が一部損壊した。 

・福島県の重要文化財である多宝塔が被害を受けた。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・家族が自主避難をしており、三世代同居だったのが親世代だけとなった。

親子孫の関係が疎遠になり、経済的負担も大きい。 

・寺院所在地の放射能線量は高いが、行政も除染に取り組んでいる。 

・精神的肉体的疲労を抱えている。 

・観光参拝客が激減した。 

檀信徒の現状 
・放射能汚染の影響により自主避難をされている方がいるが、居住先はほ

ぼ把握できている。 

地域の現状 ・汚染土の処理に苦慮している。一日も早い最終処分が望まれる。 

復興の状況 
・毎月新聞を発行し、除染状況等、寺の情報を詳しく伝えている。 

・８割程度復旧が進んでおり、３年以内の完了を目指している。 

（H25.8.20現在） 

 


